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「大切なわが子を災害から守るために～家庭での防災力向上へ～」 

 

旭川市立新富小学校     
校長 工 藤  真   

 

早いもので２学期も１か月以上が経ちました。子供たちは、来月末の学芸会に向けて、それぞれ目標を立

て、テーマに向かって練習に勤しんでいます。 

 さて、９月１日は「防災の日」でした。そこで、今回の学校便りは「防災教育」をテーマにします。 

昨今、日本各地で自然災害が発生し、その規模や頻度も増しています。先日も、北海道では初めて「線

状降水帯」が発生し、大きな被害が出てしまいました。私たちも、いつどこで災害に見舞われるか分かりま

せん。子供たちの安全を確保するためには、日頃から防災意識を高め、いざという時に適切な行動が取れ

るようにしておくことが大切です。 

学校では、避難訓練を実施したり、教科等を通して防災に関する学習を行ったりするなど、子供たちの防

災意識の向上に努めています。しかし、学校での取組だけでは不十分です。ご家庭においても、ご家族皆

様で防災について話し合ったり、防災グッズの準備を進めたりするなど、日頃から防災意識をもっていただ

くことが重要です。では、どんなことをすればよいのか？以下に調べたことをまとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校とご家庭が連携して、子供たちの防災意識を高め、いざという時に適

切な行動が取れるようにすることが大切です。ご家庭でも、防災に関する話題

に触れる機会を増やし、子供たちと一緒に防災について考えていただければ

幸いです。 

私たち教職員一同は、子供たちの安全を第一に考え、今後も様々な取組を

行ってまいります。保護者の皆様におかれましても、ご家庭での防災対策にご

協力をお願いいたします。学校とご家庭が連携して、子供たちの安全を守りま

しょう。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 

《本年度の重点教育目標》  認め合い 支え合い 学び合う子どもの育成  

～認め合い 支え合い 学び合う活動を通して 仲間との関係を深め 子どもたちの人間性を高める～ 

           

                        【家庭でできる防災対策の例】 
 
① ハザードマップを確認する 
   ご自宅がどのような災害に弱いのか、あらかじめ確認しておきましょう。 
② 避難経路を確認する 
   災害が発生した際に、安全に避難できる経路を家族で確認しておきましょう。 
③ 非常持ち出し品の準備 
   水、食料、懐中電灯、ラジオなど、最低 3日分の非常持ち出し品を準備しましょう。 
④ 家族で話し合う 
   災害が発生した場合の連絡方法や集合場所などを家族で話し合っておきましょう。 
⑤ 防災に関する情報を収集する 
   テレビやラジオ、インターネットなどから、最新の防災情報を収集するようにしましょう。 




